
Vb-014 会場：C416 時間：6 月 26 日  14:30-14:45

雲仙火山中央部の３次元地震波速度構造

Three-dimensional seismic velocity structure in the central part of Unzen volcano
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雲仙火山において予定されている火道掘削計画に必要な資料を得るため，1995 年に実施された火山体構造探査

の走時データを用いて雲仙火山中央部の３次元速度構造を求めた．速度インヴァージョンの forward　modeling

においては高度に不均質な速度構造にも対応できる新開発の３次元地震波線追跡法(Fermat) (Nishi, 2000)を用い

た．

普賢岳付近の標高０ｋｍに周囲より 10％以上の速度低下を示す低速度領域が見出された．また，石割山と仁田

峠の中間辺りの深さ３ｋｍに水準測量から提唱されているB ソースとの関連を示唆する低速度領域が認められた．

雲仙火山において 2002 年に予定されている火道掘削計画に必要な資料を得るため,1995 年に実施された火山体

構造探査の走時データを用いて雲仙火山中央部の３次元速度構造を求めた．

速度インヴァージョンの forward　modeling においては高度に不均質な速度構造にも対応できる新開発の３次

元地震波線追跡法(Fermat) (Nishi, 2000)を用いた．この波線追跡法の計算スキームは最短経路法の解をシンプ

レックス法により最適化するハイブリッド型である. 初期値と微分演算を必要としないため解には初期値依存性

がなく安定した global minimum が得られる．

解析の範囲は普賢岳を含む東西４ｋｍ，南北３ｋｍの標高１ｋｍから深さ３ｋｍの範囲である．水平方向 0.5

ｋｍ，深さ方向 1km 毎の格子点の速度を求めた．

平成新山直下の標高０ｋｍ以浅は通過する地震波線がすくなく詳細な構造は不明であるが１～３ｋｍの深さに

おいては顕著な速度異常は認められない．一方，標高１ｋｍの屏風岩新火口周辺は低速領域である．さらに，普賢

岳付近の標高０ｋｍに周囲より 10％以上の速度低下を示す低速度領域が見出された．この低速度領域は地殻変動

（上下変動，傾斜）の力源，微動の発生源位置と整合性がある．掘削点選定のための地震探査はこの低速度領域の

より正確な位置，範囲を明らかにすることを考慮する必要がある．

また，石割山と仁田峠の中間辺りの深さ３ｋｍに水準測量結果の解析から提唱されている B 圧力源との関連を

示唆する低速度領域が認められた．


